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お問合せ   公 益 財 団 法 人 名 古 屋 市 文 化 振 興 事 業 団
� � � � � � � � � � � �� ��� �� ������������（ 平日����������）

主 催         ファン・デ・ナゴヤ美術展����「木の外側から森の内側まで」
                実行委員会  / 公益財団法人名古屋市文化振興事業団

名古屋市民ギャラリー矢田
名古屋市東区大幸南一丁目�番��号   カルポート東 �
��

����������������

何
か
を
見
間
違
う
と
き
に
は
︑必
ず
後
か
ら
そ
れ
に
気
が

つ
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
︑﹁
見
え
る
﹂と
い
う
こ
と

自
体
が
︑た
と
え
思
い
込
み
や
齟
齬
に
溢
れ
て
い
た
と

し
て
も
︑大
抵
の
場
合
は
無
自
覚
で
無
防
備
で
す
︒

視
覚
が
も
と
と
な
る
記
憶
も
ま
た
︑
絶
え
間
な
く
現
在

に
よ
っ
て
更
新
さ
れ
︑そ
の
都
度
断
片
的
に
意
識
下
に

生
じ
る
︑さ
さ
や
か
な
一
回
性
の
物
語
で
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
︒

も
の
や
風
景
の
見
か
け
を
判
断
す
る
基
準
の
一
つ
と
な
る

形
に
つ
い
て
︑人
と
植
物
と
の
視
覚
的
関
わ
り
︑特
に
樹

木
の
剪
定
と
い
う
行
為
に
内
包
さ
れ
て
い
る
複
雑
な
時
間

を
出
発
点
と
し
︑
時
間
的
︑距
離
的
な
視
差
を
伴
う
状

況
を
意
識
す
る
こ
と
︒﹁
見
え
る
﹂
と
い
う
こ
と
が

起
こ
る
不
思
議
な
タ
イ
ミ
ン
グ
の
濃
淡
を
﹁
見
間
違
い

の
構
造
﹂
と
し
て
提
示
し
ま
す
︒

※

剪
定
は
︑
複
数
の
枝
の
中
か
ら
残
す
枝
︑
切
る
枝
を

選
び
︑樹
木
全
体
の
未
来
の
形
を
想
像
し
て
現
在
の
形
を

整
え
て
い
く
︑と
い
う
作
業
で
す
︒あ
る
樹
木
に
と
っ
て

現
在
の
形
と
は
︑そ
う
し
て
で
き
た
過
去
の
積
層
で

あ
る
︑と
も
い
え
ま
す
︒

同時開催の展覧会情報（他の展示室の情報）

[ 第 � 展示室 ]
「�
	�����～ 踊りの行方と身体表現」
企画・出品作家｜辻  將成

[ 第 ��� 展示室 ]
「フレームの中、フレームの外、ゆらぎの境界」
企画｜浅尾  楽　
出品作家｜門田健嗣、西尾秋乃

合同イベント

「�企画合同ギャラリーツアー」
前半｜���������（土）�� ���‒�����
後半｜���������（土）�� ���‒�����
参加無料（申込不要）
会場｜第�展示室集合

「木の形、森の形 —剪定と樹木について—」
���������（土）�����������
参加無料（申込不要）
定員｜先着��名程度
会場｜第� 展示室

佐藤 健博 ��������������

���� 年生まれ
大学で油画を学んだ 佐藤 は 、絵画のイリュー
ジョンについて、極度の近視、乱視である自身
の視覚経験より「見えるということ」をテーマ
に作品を展開してきた。植物やそれにまつわる
風景が度々モチーフや素材として扱われてきた
のは、幼少期に祖父の造った庭で過ごした経験
によるものが大きい。近年では、造園業など
植物の専門的業種に勤務していた経緯から、
人と植物との視覚的関わりを視野に加え、剪定
という行為がもたらす樹木への干渉と、時間
によって作られる形の因果関係を、「見える」
ということが起こる時間的な幅と知覚のグラ
デ ー ション に 重 ね て 表 面 化 し て い く こ と を
主軸とした制作活動を行っている。

[ 内容 ]
剪定とはどういったものなのか。私たちの身
の回りにある樹木の形はどのようにできてい
くのか。庭師の経験もある佐藤が資料を用い
て説明。作品の成り立ちや展示についても合
わせて解説していきます。

� �

トークイベント

《木を見て森を見る》
���� 年 /色々な木を加工して油彩

《 森のマケット（仮）を作ってみる  ‒ はめ込む ‒ 》
����年 /色々な木を加工して油彩 、ミラーテープ

《この枝の形 ��》
����年 /木材（一部加工して油彩）

�

表紙

�

デザイン：寺田 駿志

[ 聞き手 ]　
田中真吾

（美術作家・成安造形大学「キャンパスが美術館」学芸員）

[ 交通アクセス ]

◎ 地下鉄名城線「ナゴヤドーム前矢田」下車 �番出口南へ徒歩 �分
◎ ゆとりーとライン「ナゴヤドーム前矢田」下車 南へ徒歩 �分
◎ 市バス「大幸」下車 徒歩 �分（名駅��号系統、東巡回系統）
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